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哲
學
研
究
　
第
七
十
二
號

　
臆
三
葦
　
本
末
二
教
の
教
判

　
　
第
一
節
　
種
法
の
本
教
。
第
二
館
　
較
櫻
の
宋
敬

第
四
編
　
華
嚴
の
教
理
　
・

　
第
叢
塁
　
緒
言

　
第
二
章
　
纂
理
無
擬

　
　
第
一
繍
　
四
重
の
關
係
。
第
二
節
　
三
選
の
異
説

　
餓
駕
二
章
　
　
一
二
性
山
ハ
義

　
　
第
一
．
節
　
粗
宗
の
三
性
。
第
二
飾
　
性
宗
の
三
性
。
第
三
節
　
六
義

　
　
の
説
明
。
第
四
館
　
眞
如
の
二
義
。
第
五
節
　
他
依
の
二
義

　
第
四
章
　
事
事
鈍
擬

　
　
第
｝
節
　
無
凝
の
理
由
。
第
二
節
　
時
間
的
湖
察
Q
第
三
筋
　
空
間

　
　
的
槻
察
。
第
四
館
　
無
凝
の
喩
示

　
舶
4
3
五
章
　
十
玄
線
起
（
審
羅
無
擬
の
相
）

　
　
第
一
節
　
十
玄
所
依
の
禮
事
。
第
ご
節
　
十
玄
隷
趨
の
慶
明
。
第
三

　
　
爺
　
十
玄
御
越
の
次
荊
4
5
。
第
四
鶴
　
新
古
十
島
の
比
謝

　
紳
即
山
ハ
章
　
　
田
田
鵜
陶
ぜ
性
鶴
｝

　
　
第
一
節
　
緑
性
二
越
の
略
蹉
。
第
ご
節
　
性
趨
染
浄
の
貸
馬
。
第
三

　
　
館
　
右
二
設
の
批
詐

　
第
七
識
早
　
　
山
導
粗
…
㎞
闘
融

　
　
餓
濯
一
儒
陣
　
山
川
粗
本
搬
Q
　
第
二
僧
即
　
六
浦
脚
鮒
一
期
μ

第
五
編
　
華
嚴
の
實
践

　
第
｝
章
　
班
長
の
樫
性

　
第
二
章
　
實
践
の
階
級

　
第
三
章
　
修
行
の
聴
器

＝
】
六

　
　
　
　
　
　
修
行
の
勇
膿

　
　
　
　
　
断
惑
の
分
齊

　
　
　
　
　
魏
行
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

　
和
蜷
美
本
、
二
百
二
十
蝕
頁
、
定
儂
金
武
圓
五
拾
銭
、

會
融
獲
行
（
原
眞
桑
識
）彙

報

東
京
市
丙
午
幽
版

　
　
　
京
大
文
學
駆
哲
學
麟
本
無
論
挙
業
墨
生

　
　
　
論
文
題
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
△
選
科
生
）

○
哲
學
専
攻

　
Ω
O
O
臼
O
に
於
け
る
し
。
℃
言
O
且
亀
。
H
μ
ξ
・
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
”
徹
三

カ
ン
ト
に
於
け
る
泌
徳
律
建
自
出
の
聡
題
に
就
い
て
　
　
口
高
第
四
郎

　
意
識
ぐ
」
鍔
象
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
勝
藏

カ
ン
｝
の
道
徳
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
崩
畑
思
無
郡

　
ヘ
ー
グ
ル
論
理
學
に
於
け
る
宥
無
及
び
其
他
　
　
　
　
　
　
古
田
　
弘

ラ
イ
プ
ニ
・
ソ
の
認
論
論
及
び
形
蒲
上
肇
．
般
（
課
識
の
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
花
　
勝

質
な
中
心
ミ
し
て
）

　
シ
ョ
ー
武
ン
ハ
ウ
ェ
ル
の
研
究
（
士
山
定
・
し
て
そ
の
倫
理
崩
説
）
　
慧
藤
脚
P
貝
由
昌

美
的
欝
象
性
の
附
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
松
元
魎

　
メ
ノ
ン
研
究
（
前
提
的
思
想
の
哲
學
的
研
究
）
　
　
　
　
　
△
菊
地
慧
一
耶
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ヒ
ュ
ー
ム
因
榮
律
批
甥

○
印
度
哲
學
史
心
墨

　
湘
糠
奪
為
中
心
ε
ぜ
る
原
始
佛
敏
俗
團
の
研
究

　
親
鷺
の
往
幽
浄
土
の
行
詮
凝
に
就
て

　
印
度
哲
攣
に
於
け
る
霞
我
思
想
獲
達
史

　
大
α
絶
思
想
詳
論

○
心
理
三
月
攻

　
翻
心
（
O
o
口
く
。
謎
…
o
ご
の
心
理

　
斬
藤
の
心
理

　
同
特
論
な
通
じ
て
聯
美
意
識
を
論
ず

○
倫
理
學
專
攻

「
ギ
ル
ド
祉
會
主
義
の
倫
理
的
研
究

○
敷
育
學
敷
授
法
專
攻

　
青
年
心
理
の
傳
記
的
研
究

○
美
學
美
術
史
專
攻

　
藝
術
の
本
質
拝
ぴ
に
日
照
に
つ
い
て

希
腰
悲
劇
の
超
源

○
宗
教
學
專
攻

△
大
利
正
六

A
藤誘爆果
N斐
　　了敬弘賢
雲行信照

堀岡東
口

稟腱
郎固惑

宮
城
敏
夫

△
曹
　
世
界

　
幽
池
公
功

△
林
　
中
軸

實
漉
理
性
批
剣
に
於
け
る
宗
敏
哲
學
に
關
で
ろ
諸
問
題
　
本
多
茂
正

シ
ユ
ラ
イ
エ
レ
マ
少
ヘ
ル
の
蜘
聡
教
哲
盤
思
粗
心
に
就
て
　
　
　
　
　
河
　
村
一
　
巖

カ
ン
塾
宗
教
哲
學
に
關
す
る
一
考
察
（
カ
ン
ト
哲
學
書
帥
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
保
田
鶴
治

齪
念
）

カ
ル
ビ
ン
の
救
濟
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△
河
合
憲
整

　
　
　
　
　
　
寄
賂
書
籍
雑
誌

○
勉
會
學
專
攻

　
ヅ
ン
ト
の
民
族
心
理
學
に
於
け
ろ
融
愈
遡
化
思
想
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
　
岡

心
理
欝
欝
書
獣
道
座

り
N
レ
謬
B
o
H
楓

。
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年
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日

哲

學

信
　
夫

午
後
三
目
牛
か
ら
實
験
揚
で
左
の
お
話
が
あ
っ

妻
笙
乱
鴨
げ
団
三
。
ワ
9
彰
Φ
嵩
8
μ
日
・
陰
ξ
山
σ
三
㎝
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
上
　
敏
授

會

來
る
三
月
上
旬
在
外
研
究
生
ぜ
し
て
渡
鍵
盤
ら
る
・
田
蓬
博
士
の
迭
別
倉

本
年
度
暫
學
尊
攻
卒
業
學
生
の
躁
饅
勘
定
な
兼
ね
て
、
二
月
十
入
日
午
後
五

噂
か
ら
學
生
集
會
揚
に
開
禽
し
恥
。
圭
賓
艶
に
西
田
朝
永
波
多
野
教
授
為
に

じ
め
こ
し
て
卒
業
生
學
生
多
撒
謬
回
し
糞
。

印
度
宗
敷
學
會
例
會

ご
月
μ
骨
一
日
（
火
膿
唱
日
）
午
心
門
山
勘
縢
「
よ
り
山
又
州
学
部
飽
工
0
教
室
に
て
左
の
撒
講
演

を
開
い
流
。

　
　
一
、
健
囲
虐
戒
律

　
　
一
、
他
力
敷
墓
礎

　
　
　
　
呆
　
　
敬
　
照
君

　
　
　
　
禿
　
　
　
了
　
信
震
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